
市報

　７月11日、横手やきそばの麺用に試験栽培
された小麦の収穫作業が、清水町の麦畑で行
われました。地場産食材を積極的に取り入れ
ようと、横手やきそば暖簾会が企画し、塚堀
農事生産組合が栽培を担当。80㌃の麦畑に作
付けされた『ゆきちから』と『南部小麦』の
２品種が、青空のもと刈り取られました。

地場産の小麦で麺作り
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７
月
３
日
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
横
手
市
内
に
避
難
し
て
い
る
被
災

者
家
族
を
招
い
て
の
『
ふ
れ
あ
い
交

流
会
』
が
、
あ
さ
く
ら
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
と
横
手
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
そ
れ
に
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
、
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
、
さ

わ
や
か
福
祉
財
団
な
ど
で
作
る
横
手

市
被
災
者
支
援
事
業
実
行
委
員
会
が

主
催
。
避
難
者
20
人
の
ほ
か
転
入
先

の
学
校
で
知
り
合
っ
た
市
内
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
も
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
と
合
わ
せ

て
、
約
80
人
が
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
射
的
や
〝
バ
バ
ヘ

ラ
ア
イ
ス
〞
な
ど
子
ど
も
も
楽
し
め

る
縁
日
や
遊
具
の
コ
ー
ナ
ー
、
笹
巻

や
横
手
や
き
そ
ば
を
作
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
横
手
や

き
そ
ば
ン
ド
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
生
活
雑
貨
の
提
供
や

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
、
散
髪
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
避
難
生
活
で
疲

れ
た
体
と
心
を
気
遣
う
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
、
横
手
や
き
そ
ば
と
ス
タ
ッ
フ

が
作
っ
た
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
昼

食
会
で
は
、
被
災
者
を
対
象
に
し
た

催
し
の
紹
介
な
ど
の
情
報
交
換
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
市
か
ら
実
家
の
あ
る
横
手
地

域
に
避
難
し
、
家
族
４
人
で
参
加
し

た
鈴
木
君
江
さ
ん
は
「
普
段
は
ホ
テ

ル
住
ま
い
な
の
で
、
小
さ
い
孫
た
ち

が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
て
良
か
っ
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
も
嬉
し
い
サ
ー
ビ
ス
だ

し
、
笹
巻
作
り
が
体
験
で
き
て
懐
か

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
仙
市
に
避
難
し
て
い

る
被
災
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
す
る
な
ど
、
被
災
者
同
士
の
交

流
も
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
実
行
委

員
の
安
部
博
堂
さ
ん
（
さ
わ
や
か
財

団
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

は
「
被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
息
の
長
い
活
動
に
し
て
い

き
た
い
」
と
、
今
後
の
活
動
の
継
続

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。　

市政の窓行政報告 

震災被災者を招いての『ふれあい交流会』　

縁日や体験で避難生活の労をいたわる

市政の窓  行政報告 
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 まちづくりのあり方を考える
　

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
国
の

権
限
や
財
源
を
地
方
自
治
体
に
移
譲

す
る
な
ど
、
国
や
県
、
市
町
村
な
ど

の
役
割
分
担
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
に
従
い
、
『
自

分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課

題
は
、
自
分
た
ち
が
主
体
的
に
話
し

合
い
、
自
分
た
ち
で
決
定
す
る
』
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
と
の
協
働
に
よ
り

実
現
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

め
、
市
で
は
、
そ
の
基
本
と
な
る
自

治
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、『
市
民
』『
議
会
』

『
行
政
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責

務
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加
の

仕
組
み
な
ど
を
文
章
で
表
し
、
ル
ー

ル
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

市
民
検
討
委
員
会
で
協
議

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広

く
意
見
を
伺
い
、
そ
の
意
見
を
自
治

基
本
条
例
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

年
６
月
に
『
横
手
市
自
治
基
本
条
例

市
民
検
討
委
員
会
』
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
委
員
会
は
、
市
内
13
団
体
の

代
表
と
、
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

７
人
の
あ
わ
せ
て
20
人
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
必
要
な
事
柄
な
ど
、

条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
公
開
講
座
の
開
催

　

７
月
９
日
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
自

治
基
本
条
例
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

お
う
と
、
Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ
で

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
で
あ
る
秋
田
大
学
教
育
文
化

学
部
の
池
村
好
道
教
授
は
、『
条
例
』

そ
の
も
の
の
性
格
や
自
治
基
本
条
例

の
主
な
論
点
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
。「
条
例
は
、
抽
象
的
な
も
の
で

は
な
く
、
具
体
性
を
備
え
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〝
お
ま
か
せ

民
主
主
義
〞
と
決
別
し
、
条
例
の
検

討
委
員
会
が
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
の
ス
タ
イ
ル
を
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
」
と
話
し
、
市
に
は
「
市

民
の
皆
さ
ん
に
参
画
の
楽
し
さ
や
意

義
、
重
要
性
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

 

池村教授の講演に多くの受講者が耳を傾けました

２

講師の秋田大学教育文
化学部　池村好道教授

今月の表紙

　横手やきそば暖簾会の伊藤理事
長と三浦専務理事が見守る中で行
われた小麦の収穫作業。
　横手やきそば専用の小麦を栽培
した塚堀農事生産組合の皆さんは
「大雪の影響で雪解けが遅くなり、
収穫量は思ったほど上がりません
でしたが、今回の経験をもとに、
今年は面積を４㌶に拡大して、地
場産小麦を使用した横手やきそば
の普及に貢献していきたい」と意
気込みを語っていました。

１１

２２

３３

４４５５

１_子どもたちの一番人気は射的ゲーム。避難者、地元、ボランティアの子どもたちがうち解けあう
２_郷土料理の笹巻作りに挑戦　３_木製のボールプールで遊ぶ避難者家族とボランティアスタッフ
４_横手やきそばと手作りの豚汁が振る舞われた昼食の時間。避難生活に関するアンケートや支援
活動の情報提供も行われた　５_やきそば職人の手ほどきで横手やきそば作りを体験

秋田県種苗交換会キャッチフレーズ＆ポスター決定！

「横手に集い　開け未来の　秋田の食」

表彰式を終え、賞状を手にする受賞者の皆さん(左から五十
嵐市長、村田詩織さん、大野和貴子さん、佐藤京子さん）

　

10
月
29
日(

土)

か
ら
11
月
４
日(
金)

ま
で
横
手
市
で
開
催
さ
れ
る
『
第
１

３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
』
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
に
、
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
に
開
催
し
た
選
定
会
に

お
い
て
、
応
募
総
数
２
０
７
点
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
（
１
点
）
と
優
秀
賞

（
２
点
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
に
、
市
役
所
南
庁
舎
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
種
苗
交
換
会
横

手
市
協
賛
事
業
実
行
委
員
会
の
会
長

で
あ
る
五
十
嵐
市
長
か
ら
受
賞
者
の

皆
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
大
野
和
貴
子

さ
ん
は
、「
横
手
の
食
が
お
い
し
い
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
横
手
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
考
え

た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
」
と
作

品
に
対
す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
22
日
に
は
ポ
ス
タ
ー

の
選
定
会
が
行
わ
れ
、
種
苗
交
換
会

宣
伝
用
の
ポ
ス
タ
ー
も
決
定
。
最
優

秀
賞
で
あ
る
大
野
さ
ん
の
作
品
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、

交
換
会
の
各
種
宣
伝
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

◆
最
優
秀
賞

「
横
手
に
集
い　

開
け
未
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
の
食
」

　
　

（
大
野
和
貴
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

横
手
高
校
３
年)

◆
優
秀
賞

「
横
手
で
耕
せ　

味
わ
い

　
　
　
　
　

賑
わ
い　

農
の
未
来
」

　
　

（
佐
藤
京
子
さ
ん　

パ
ー
ト)

「
恵
み
の
大
地
に
希
望
の
種
を
」

　

 　

(

村
田
詩
織
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

横
手
高
校
３
年)

デザインコンペを行い、選定会で決
定したポスターには、大野さんのキ
ャッチフレーズが使われています
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栄光

　

こ
の
度
、
横
手
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
申
出
書
が

提
出
さ
れ
た
土
地
の
課
税
台
帳
の

登
録
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

評
価
替
え
と
な
っ
た
平
成
21
年
度

以
降
、
評
価
額
の
根
拠
と
な
る
市

内
５
９
５
地
点
の
標
準
宅
地
の
う

ち
３
地
点
の
価
格
に
つ
い
て
、
誤

っ
た
価
格
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

誤
っ
た
価
格
を
登
録
し
た
３
地

点
は
、
横
手
市
婦
気
大
堤
字
婦
気

前
、
赤
坂
字
赤
坂
、
赤
坂
字
大
道

添
に
所
在
す
る
標
準
宅
地
で
、
こ

の
標
準
宅
地
価
格
か
ら
算
出
さ
れ

た
路
線
価
を
用
い
て
計
算
さ
れ
た

宅
地
５
４
８
筆
の
評
価
額
が
正
し

い
額
よ
り
も
高
く
登
録
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
誤
り
の
原
因
は
、
資
産

税
課
の
課
税
デ
ー
タ
取
り
扱
い
に

関
わ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様

に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
で
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
課
税
誤
り
に
よ
り
固
定
資

産
税
額
が
変
更
と
な
る
皆
様
方
に

は
、
還
付
方
法
等
を
含
め
て
文
書

で
ご
連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
財

務
部
資
産
税
課
（　

３
２
‐
２
７

６
７
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に
つ
い
て

お詫び

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

表
示
証
の
交
付
先
は

合
わ
せ
て
33
事
業
所
に

　

消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
市
が
実
施
し
て
い

る
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

で
、
新
た
に
１
事
業
所
に
表
示
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
協
力
事
業
所
は
こ
れ
で

33
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。

▽
㈱
マ
ウ
ン
ツ
（
横
手
）
＝
６
月

29
日
交
付

全国避難者情報システム
　

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

地
元
を
離
れ
て
横
手
市
に
避
難
し
て

い
る
方
や
転
入
さ
れ
た
方
に
、
地
元

自
治
体
か
ら
見
舞
金
等
の
各
種
情
報

を
届
け
る
た
め
に
、
総
務
省
が
全
国

で
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
、
避
難
先
住

所
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
避
難
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
自

治
体
と
避
難
先
の
自
治
体
と
の
間
で

情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　

横
手
市
内
に
避
難
・
転
入
さ
れ
て

い
る
方
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
窓
口
】各
地
域
局
地
域
振
興
課

◆
問
合
せ　

横
手
市
震
災
支
援
対
策

　

本
部　
　

３
５
‐
２
１
９
５

東日本大震災の被災地と
避難先の自治体間とで
避難者情報を共有

　

７
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日

間
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た
『
横

手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
』
が
雄
物
川
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
東
北
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
前
哨
戦
と
し
て
、
全

国
の
強
豪
校
10
校
が
参
加
し
た
中
で

地
元
雄
物
川
高
校
は
昨
年
に
続
き
、

準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

雄
物
川
高
校
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
東
北
大
会
優
勝
の
相
馬
高
校

（
福
島
県
）
を
破
る
と
、
準
決
勝
で

は
予
選
で
惜
敗
し
た
市
立
尼
崎
（
兵

庫
県
）
と
再
び
対
戦
。
持
ち
前
の
粘

り
強
い
バ
レ
ー
を
展
開
し
、
フ
ル
セ

ッ
ト
の
末
、
勝
利
し
ま
し
た
。
決
勝

で
は
宇
部
商
業
（
山
口
県
）
に
善
戦

し
た
も
の
の
あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で

勝
利
を
逃
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
大
会
と
し
て
、
被
災
地
か
ら

相
馬
高
校
と
東
北
高
校
（
宮
城
県
）

が
参
加
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ

ー
を
披
露
。
ま
た
、
市
と
友
好
都
市

関
係
に
あ
り
、
震
災
の
被
害
を
受
け

た
茨
城
県
那
珂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
招
待
さ
れ
、
試
合
観
戦
や
地
元

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
親
善
試
合
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　雄物川と宇部商業の決勝戦　　懸命にレシ
ーブをする雄物川の選手　　準決勝で市立尼
崎に勝利し喜ぶ雄物川の選手　　被災地から
参加した東北と３位入賞の川崎橘の試合　　
大館鳳鳴と被災地から参加した相馬の試合　
　補助員としてコート整備をする県南地区の
高校生　　地元スポーツ少年団と交流する那
珂市のスポーツ少年団

２
３

４

７

５

６

１

全国ブロック選抜高校男子バレーボール大会全国ブロック選抜高校男子バレーボール大会

横手わか杉カップ2011横手わか杉カップ2011

決勝トーナメント結果

川　崎　橘

聖隷クリス
トファー

〔　　　〕 　25-14
 　25-20
2 0

東      北

宇 部 商 業

〔　　　〕 　25-21
2　23-25　1
　 25-13

〔　　　〕 　25-15
 　25-16 
2 0

〔　　　〕 　25-16
 　25-20 
2 0高 岡 第 一

市 立 尼 崎

東京学館新潟

〔　　　〕 　25-15
 　25-13
2 0

雄  物　川

相      馬

〔　　　〕 　22-25
2　25-20　1
　 25-17

〔　　　〕 　25-17
2　18-25　1
　 25-23

〔　　　〕 　25-18
2　22-25　1
　 25-19 〔　　　〕 　19-25

 　18-25 
0 2

優 勝
宇 部 商 業

準優勝
雄　物　川

大館鳳鳴

第３位
川　崎　橘
市 立 尼 崎

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
直
前
、強
豪
校
が
熱
戦

雄物川健闘
 相馬、市尼破り準Ｖ

１

２

３

５

４

６

７

【同県予選大会の上位入賞者】（敬称略）
◆男子５年100ｍ　  第３位 伊藤　龍朗（朝倉小）
◆男子80ｍハ－ドル 第３位 佐々木　玲（増田小）
◆男子走り幅跳び　 準優勝 小松　千大（田根森小）
◆男子ボール投げ　 準優勝 小松田翔大（栄小）
　　　　　　　　   第３位 髙橋　真央（醍醐小）

【
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県
予
選
会
】

　

秋
田
市
の
八
橋
陸
上
競
技
場
で
７
月
３
日
、
第
27
回
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
十
文
字
第
一
小
学
校
の
佐
藤
千
春

さ
ん
と
大
森
小
学
校
の
菊
地
一
葉
く
ん
が
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

【
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県
予
選
会
】

　

秋
田
市
の
八
橋
陸
上
競
技
場
で
７
月
３
日
、
第
27
回
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、
十
文
字
第
一
小
学
校
の
佐
藤
千
春

さ
ん
と
大
森
小
学
校
の
菊
地
一
葉
く
ん
が
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

市内の小学生が全県大会で好成績市内の小学生が全県大会で好成績

【全日本小学生バレーボール大会秋田県大会】
　優勝　横手バレーJr.スポーツ少年団

【秋田県小学生ソフトテニス選手権大会】
◆準優勝　沼澤亜美・阿部奏絵ペア 
　第３位　藤原あずさ・高橋琉羽ペア
 　　　　　 （増田Jrソフトテニススポ少）　

男子５年100ｍ　

優勝　菊地　一葉
　　　　大森小５年　

女子80ｍハ－ドル　

優勝　佐藤　千春
　十文字第一小６年　
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

子育て

就業支援
　

母
子
家
庭
の
母
親
が
就
業
に
向

け
て
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、

看
護
学
校
等
の
養
成
機
関
で
２
年

以
上
修
業
す
る
場
合
に
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
母
子
家
庭

の
母
親
の
方
で
、
次
の
要
件
に
全

て
該
当
す
る
方
。

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
方
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水

　

準
の
方

・
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

　

の
養
成
課
程
を
修
業
し
、
対
象

　

資
格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
方

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

　

立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

　

る
方

・
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

を
受
給
し
て
い
な
い
方

◆
対
象
資
格　

　

①
看
護
師 

②
介
護
福
祉
士 

③

保
育
士 

④
理
学
療
法
士 

⑤
作
業

療
法
士
他

◆
給
付
金
種
類
と
支
給
額

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
】

　

市
民
税
非
課
税
世
帯

　

月
額
14
万
１
千
円

　

市
民
税
課
税
世
帯

　

月
額
７
万
５
０
０
円

【
入
学
支
援
修
了
一
時
金
】

　

市
民
税
非
課
税
世
帯　
　

　

修
了
時
５
万
円

　

市
民
税
課
税
世
帯

　

修
了
時
２
万
５
千
円

◆
事
前
相
談

　

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
平

成
24
年
度
の
資
格
取
得
を
お
考
え

の
方
は
、
８
月
の
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
面
接
時
ま
た
は
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
３
３

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
給
付
金
支
給
事
業

  　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た

め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◆
受
給
で
き
る
家
庭
（
次
の
①
〜

　
⑤
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
養
育

　
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

　
場
合
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
国
民
年
金
法
等

　

の
１
級
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

　

１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
方
で
、
障
害
基
礎
年

　

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

　

な
い
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄

　

し
て
い
る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
刑
務

　

所
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　

児
童

◆
受
給
で
き
な
い
家
庭

・
児
童
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に

　

よ
り
公
的
年
金
等
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
と
き

・
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が

　

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
る
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

　

し
た
と
き　
　

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

　

る
と
き

◆
受
給
期
間

・
児
童
が
18
歳
に
到
達
す
る
年
度

　

末
ま
で

・
一
定
以
上
の
障
が
い
を
持
つ
児

　

童
は
20
歳
の
誕
生
日
前
日
の
属    

  

す
る
月
ま
で

◆
手
当
の
月
額

　

手
当
を
請
求
す
る
本
人
お
よ
び

同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

【
児
童
１
人
】
全
部
支
給
・
４
万
１

千
５
５
０
円
、
一
部
支
給
・
９
千

８
１
０
円
〜
４
万
１
千
５
４
０
円

【
２
人
目
】
５
千
円
加
算
【
３
人
目

以
降
】
３
千
円
加
算

　

た
だ
し
、
所
得
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
全
部
停
止
と
な
り
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

　

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

　

た
婚
姻
や
年
金
受
給
等
で
受
給

　

内
容
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合
は

　

速
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。
届
出
が
遅
れ
る
と
支
給
済

　

手
当
の
返
還
が
生
じ
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。
不
正
受
給
は
絶
対

　
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
手
当
の
一
部
支
給
停
止
措
置

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
、

５
年
等
経
過
し
た
場
合
は
、
手
当

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
就
業
や
求
職
活
動
を
し

て
い
る
人
、
障
が
い
が
あ
り
就
業

が
困
難
な
人
、
負
傷
・
疾
病
に
よ

り
就
業
が
困
難
な
人
、
児
童
の
養

育
ま
た
は
親
族
を
介
護
す
る
た
め

に
就
業
が
困
難
な
人
は
、
関
係
書

類
を
提
出
す
る
こ
と
で
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
『
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
』

を
送
付
し
ま
す
の
で
関
係
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　

（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
３
ま
た
は
各

　

地
域
局
市
民
福
祉
課
ま
で

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
現
況
届
の
提
出

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
の
継
続
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
中

に
『
現
況
届
』
の
提
出
が
必
要

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
市

か
ら
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

５
年
以
上
経
過
し
た
全
員
に
、

『
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
』
も
同
封
し
て
い
ま

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／８月24日(水)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／８月19日(金)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
　　　　　　秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033,1034）

採　用

保
健
師

・昭和53年４月２日から平成２年４月１
　日までに生まれた方で、身体障害者手
　帳の交付を受けていて、その障害の程
　度が１級から６級までの方
・自力通勤、介護者なしで業務遂行が可
　能な方
・一般的な活字印刷文による筆記試験お
　よび口述による面接試験に対応可能な  
  方

昭和53年４月２日から平成２年４月１日
までに生まれた方で、保健師の資格を有
する方または平成24年３月31日までに当
該資格を取得見込みの方

一級建築士の資格を有する方で、昭和53
年４月２日以降に生まれた方

１次試験内容 受験資格１次試験日受付期間採用人数試験区分 職種

９月18日（日）８月１日（月）
  ～26日(金）

 

身体障が
い者対象
（大学卒業     
 程度）

一
般
行
政
職

１名
程度

建
築

１名
程度

１名
程度

８月29日（月）

９月22日(木）

専門試験
小論文
個人面接

教養試験
小論文
個人面接

10月16日（日）

【
受
験
案
内
】

　

試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
受

付
期
間
初
日
よ
り
市
役
所
南
庁
舎

総
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

で
配
布
し
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
『
職
員
採
用

試
験
申
込
用
紙
請
求
』
と
朱
書
き

し
、
宛
先
を
明
記
し
て
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

型
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
市
役

所
人
事
課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
試
験
区
分
の
上
級
Ａ
・
Ｂ
日
程
、

　

専
門
職
の
土
木
の
受
験
受
付
は

　

終
了
し
ま
し
た
。

＊
試
験
区
分
の
中
級
、
初
級
受
付

　

期
間
は
８
月
１
日
か
ら
26
日
ま

　

で
で
す
。
詳
し
く
は
市
報
５
月

　

15
日
号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
試
験
内
容
等
の
詳
細
は
、
受
験

　

案
内
（
要
項
）
で
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　

横
手
市
総
務
企
画
部
人
事
課
人

　

事
研
修
担
当
（
本
庁
南
庁
舎
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
３

　
　

３
３
‐
６
０
６
１

平
成
24
年
４
月
採
用　

横
手
市
職
員
採
用
試
験

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
身
体
障
が
い
者
対
象
区
分
を
新
設
、
専
門
職
試
験
を
日
程
変
更
〜

ホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/

開催日
９/３（土）
９/３（土）
９/４（日）
９/10（土）
９/10（土）
９/14（水）
９/21（水）
９/27（火）
９/28（水）
９/14（水）
９/15（木）
９/16（金）
９/６（火）
９/15（木）
９/16（金）
９/15（木）
９/２（金）

  対象地区
旭地区
境町地区
金沢地区
栄地区
黒川地区
朝倉地区
横手中央地区
増田全域
平鹿全域
福地･大沢地区
里見･谷地･館合地区
沼館地区
大森全域
十文字・三重地区
植田・睦合地区
山内全域
大雄全域

時間

11：00

10：30
11：00
11：00

11：00

11：00

11：00

11：00
10：00

十文字

地　域

横　手

増　田
平　鹿

雄物川

大　森

山　内
大　雄

雄物川コミュニティ
センター

◆敬老会開催日程
会　　場

旭ふれあい館
ふるさと館
金沢中学校体育館
さかえ館
オアシス館
あさくら館
武道館
増田体育館
平鹿体育館

大森体育館

西地区館 体育館

山内体育館
大雄農業者トレーニングセンター

専門職

＊一次試験会場は、市役所本庁南庁舎を予定しています。
＊一次試験の合格発表は、身体障がい者対象は10月中旬、専門職（保健師、建築）は11月上旬を予定してい      
  ます。二次試験は、一次試験合格者を対象に、身体障がい者対象は10月下旬、専門職（保健師、建築）は11
　月中旬を予定しています。
＊すべての試験区分で併願はできません（ただし、試験区分上級Ａ・Ｂ日程、専門職『土木』を受験した方
　が『身体障がい者対象』区分に申し込む場合を除きます）。

敬老会
　

平
成
23
年
度
横
手
市
敬
老
会
を

市
内
14
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
今

年
度
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
12

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
75

歳
以
上
の
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開

催
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
す
。

◆
詳
細
は
、
各
地
域
の
担
当
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

横
手
地
域
局（
高
齢
ふ
れ
あ
い
課
）

　
　
　
　
　

  

３
５
‐
２
１
３
４

　

増
田
地
域
局
（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

４
５
‐
５
５
１
４

　

平
鹿
地
域
局
（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

２
４
‐
１
１
１
４

　

　

雄
物
川
地
域
局（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

２
２
‐
２
１
５
６

　

大
森
地
域
局
（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

２
６
‐
２
１
１
５

　

十
文
字
地
域
局（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

４
２
‐
５
１
１
４

　

山
内
地
域
局
（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

５
３
‐
２
９
３
３

　

大
雄
地
域
局
（
市
民
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　

５
２
‐
３
９
０
５ 

   
  

横
手
市
敬
老
会
を
各
地
域
で
開
催
し
ま
す

〜
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

○市県民税２期　 ○国民健康保険税２期
○介護保険料２期 ○後期高齢者医療保険料２期

　　納期限は８月31日です
　　　　　　　　※年金天引きでないもの
　◆市税等の納付は便利・安心・確実な
　　口座振替で！
　◆市財務部納税課（横手庁舎）
　　　32-2518

○市県民税２期　 ○国民健康保険税２期
○介護保険料２期 ○後期高齢者医療保険料２期

　　納期限は８月31日です
　　　　　　　　※年金天引きでないもの
　◆市税等の納付は便利・安心・確実な
　　口座振替で！
　◆市財務部納税課（横手庁舎）
　　　32-2518

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

４
11
18
25

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

８月 -August-

◆ＹＯＫＯＴＥ音ＦＥＳＴＩＶＡＬ出演者決定
　８月21日に開催される音楽イベント『ＹＯＫＯＴＥ 音 
ＦＥＳＴＩＶＡＬ』の出演者、出演団体が決まりました。
　当日は50を超えるバンドが３会場で演奏します。

【よこてイーストにぎわい広場（駅前）】午前10時～午後８時30分
スペシャルゲスト ＢＲＯＮＺＥ Ｄｏｕ－Ｓｈｉｎ（道心）・
ＳＯＮＧ ＯＲＤＥＲ・ヨコテヒーローズほか13バンド

【光明寺公園（横手地域局向かい）】午前10時～午後６時
柿柴民謡研究所plus・ビッグウェイブゴスペルクワイヤ・
美郷ジャズオーケストラほか11バンド

【市民広場（かまくら館となり）】午前10時～午後６時
サニーサイドボーイズ・鳳中学校吹奏楽部・ヤマハ音楽
教室ほか30バンド

★音と熱気あふれる街をぜひお楽しみください。
　★観覧無料！
▼ホームページＵＲＬ　http://yokote.co.jp/oto/

音フェス
ＮＡＶＩ

音楽で
横手を笑顔に

配　食
　

市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
夕
食

に
お
弁
当
を
配
達
し
て
い
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

と
る
こ
と
が
で
き
、
安
否
確
認
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
対
象
者

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

　

暮
ら
し
の
方

②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
の
み

　

で
暮
ら
す
世
帯
の
方

③
身
体
障
が
い
者
で
、
食
事
の
調

　

理
が
困
難
な
方

※
介
護
保
険
で
要
介
護
１
以
上
の

　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
利
用

　

で
き
ま
せ
ん
。　

◆
費
用

【
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
】

　

一
食
あ
た
り
２
５
０
円

【
市
民
税
課
税
世
帯
の
方
】

　

一
食
あ
た
り
５
０
０
円

◆
配
達
日
時

　

月
・
水
・
金
曜
日（
週
３
回
以
内
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　

課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
４
ま
た
は
各

　

地
域
局
市
民
福
祉
課

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

住宅補助
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
７
月
20
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数
／
５
９
４
件

◆
補
助
決
定
額
／
５
，
１
５
０
万

　

６
千
円
（
１
件
当
た
り
平
均
補

　

助
金
額
８
万
６
千
円
）

◆
補
助
金
残
額
／
４
，
８
４
９
万

　

４
千
円

  

※
５
月
よ
り
、
建
築
住
宅
課
は

　

県
平
鹿
地
域
振
興
局
２
階
に
移

　

転
し
ま
し
た
の
で
、
申
請
の
際

　

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
の
状
況
報
告

まちづくりホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/
◆
目
的

　

市
民
活
動
を
元
気
づ
け
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

市
内
の
団
体
等
で
、
新
規
の
活

動
や
既
存
の
活
動
を
拡
充
す
る
場

合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
経
費

　

事
業
費
が
20
万
円
以
上
の
事
業

に
要
す
る
経
費
と
し
ま
す
が
、
団

体
等
の
運
営
経
費
、
食
糧
費
に
相

当
す
る
経
費
、
そ
の
他
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
経
費
は
、
補
助

対
象
外
と
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額

①
補
助
率
／
補
助
対
象
経
費
の
２

　

分
の
１
以
内

②
限
度
額
／
事
業
１
件
に
つ
き
50

　

万
円
を
上
限
に
予
算
の
範
囲
内
。

　

継
続
事
業
は
、
交
付
期
間
を
原

　

則
３
年
と
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
決
定
方
法

　

書
類
審
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
、
交
付
の
適
否
お
よ
び
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
額
を
決
定
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
） 

※
原
則
と
し
て
10
月
か
ら
翌
年
３

　

月
ま
で
の
実
施
分
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

市
経
営
企
画
課
、
ま
た
は
各
地

域
局
地
域
振
興
課
で
配
布
し
て
い

る
要
綱
を
ご
覧
の
う
え
、
申
請
用

紙
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
要
綱
、
申
請
用
紙
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
補
助
金
は
今
年
度
中

に
改
廃
を
含
め
見
直
し
を
す
る
予

定
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
本

　

庁
南
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
４

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
の
後
期
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　市では、河川などからくみあげた水を水道水に
するために、浄水場でろ過し、ポンプで配水池に
送り、安全な状態で市民の皆様に供給しています。
水道水にする過程では、たくさんの電力を消費し
ます。この夏は東日本大震災の影響で節電が求め
られています。一人ひとりの節水が節電につなが
りますので、ご協力をお願いします。

【節水ポイント】
・こまめに蛇口を閉め、流しすぎに注意しましょう
・風呂の残り湯を洗濯などで再利用しましょう
・食器洗いの際などは、水をためて洗いましょう
・洗車はバケツに水をためて行いましょう
・こまめにメーターを見て水漏れがないか注意し
　ましょう。
◆問合せ／市上下水道部水道課（水道庁舎内）
　　　　　　35-2252　　

～水道水の節水のお願い～～水道水の節水のお願い～

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

高
校
１
年
生(　

歳
相
当
）と
中
学

生
に
１
回
目
接
種
を
再
開
し
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
不
足
に
よ
り
、
１
回
目
の
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
高
校
１
年
生

（
16
歳
相
当
）
の
方
が
７
月
10
日

か
ら
、
ま
た
中
学
生
の
方
は
７
月

20
日
か
ら
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

予防接種

け
い

16

歴史文化
　

岩
手
・
秋
田
県
際
交
流
事
業
実

行
委
員
会
で
は
、
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
平
泉
を
探
訪
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

◆
日
時
／
８
月
27
日（
土
）午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
午

　

前
８
時
集
合
）

◆
集
合
・
解
散
／
市
役
所
南
庁
舎

　

向
い
防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
中
尊
寺
、
毛
越
寺
、

　

観
自
在
王
院
跡
、
無
量
光
院
跡
、

　

柳
之
御
所
遺
跡

◆
講
師
／
八
重
樫
忠
郎
氏
（
平
泉

　

町
役
場
）

◆
対
象
／
横
手
市
・
北
上
市
・
西

　

和
賀
町
在
住
の
方

◆
定
員
／
20
人（
３
市
町
で
50
人
）

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
８
月

　

15
日
以
降
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

◆
費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
拝
観

　

料
、
昼
食
代
な
ど
）

◆
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
／
８
月
12
日（
金
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
秘
書
・

　

政
策
調
整
担
当
（
本
庁
南
庁
舎

　

内
）  

３
５
‐
２
１
８
９

平
泉
探
訪
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
黄
金
文
化
の
郷
・
平
泉
へ
の
道
〜

も
う
つ
う 

じ

か
ん 

じ 

ざ
い
お
う
い
ん
あ
と

む
り
ょ
う
こ
う
い
ん
あ
と

や
な
ぎ
の 

ご  

し
ょ 

い 

せ
き

〝シシリアンルージュとまとフェア〟
　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します！
〝シシリアンルージュとまとフェア〟
　　　　　　　　　　　　　　　　を開催します！

 〝食のまち〟横手ならではの
地産地消活動を進めるために活
動中の『食と農』チーム・プラ
スＹプロジェクト。その中で、
市が特産品として産地化を進め
ている調理用トマト『シシリア
ンルージュ』を身近に感じても
らうために『シシリアンルージ
ュとまとフェア』を開催します。
　市内飲食店、菓子店でシシリアンルージュを使用し
た料理やお菓子、カクテル『横手レッドアイ』を味わ
うことができます。さらに、スタンプラリーでポイン
トを集めると抽選で素敵な賞品をプレゼント。シシリ
アンルージュで横手の夏を元気に過ごしましょう。
◆フェア期間／７月22日（金）～９月19日（月）
◆スタンプラリー応募コース／
【シシリアンコース】
　対象13店舗のうち３店舗の制覇で応募できます。
【横手レッドアイコース】
　対象５店舗のうち２店舗の制覇で応募できます。
【50ポイント達成コース】
　上記コースにてご購入金額100円ごとに１ポント
　のスタンプが押されます。50ポイントの達成で応
　募できます。
※店舗等の詳細はホームページでご確認ください。
　http://www.syoku-yokote.com/
◆問合せ／市産業経済部マーケティング推進課
　　　　　（県平鹿地域振興局内）　32-2117

作文募集
　

市
は
、
平
成
20
年
に
開
催
し
た

市
制
施
行
３
周
年
記
念
式
典
で
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
と
、

美
し
い
自
然
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
継
承
す
る
こ
と
を
願
い
、
核

兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現

を
目
指
し
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
宣
言
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
非
核
平
和
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
お
住
ま
い

　

の
小
学
校
高
学
年
以
上
の
方

◆
応
募
規
定
／
①
非
核
平
和
、
戦

　

争
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
②
４

　

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

　

内
の
作
品
③
未
発
表
の
作
品

◆
応
募
締
切
／
８
月
31
日（
水
）　

◆
表
彰
／
一
般
の
部
、
高
校
生
、

　

中
学
生
、
小
学
生
各
２
名
程
度

　

を
優
秀
作
品
と
し
て
選
出
し
、

　

市
制
施
行
記
念
式
典
で
表
彰
し

　

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
総
務
課（
本
庁
南

　

庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
１

第
２
回
『
横
手
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
』

       　
　
　
　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
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市政情報便市役所からのお知らせ 

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

 

世
界
文
化
遺
産 

平
泉
の
浄
土
思
想

そ
の
ル
ー
ツ
が
横
手
に

市
長
コ
ラ
ム
 

①

市
長
コ
ラ
ム
 

①1616

い

ど

む

い

ど

む

 介護保険・高齢福祉の広場／市長コラム

夏を乗り切るために一人ひとりが心構えと工夫を
節電生活の

ヒント

いよいよ暑さ本番

き
よ 

ひ
ら

い
え 

ひ
ら

せ
い 

さ
ん

　　

中
尊
寺
や
毛
越
寺
な
ど
平
安
時
代
末
期

に
築
か
れ
た
『
平
泉
の
文
化
遺
産
』
が
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
東
北
地
方
で
は
初
の
文
化
遺
産

へ
の
登
録
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
象
徴
の
ひ
と
つ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
泉
が
文
化
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た

こ
と
の
背
景
に
は
、
争
い
ご
と
の
な
い
平

和
な
世
界
を
具
現
化
し
よ
う
と
す
る
浄
土

思
想
が
、
紛
争
や
核
問
題
な
ど
を
抱
え
る

国
際
社
会
の
中
で
、
世
界
が
真
に
求
め
て

い
る
平
和
へ
の
願
い
に
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
造
物

と
自
然
景
観
と
を
組
み
合
わ
せ
、
見
事
に

〝
浄
土
〞
を
築
き
上
げ
た
奥
州
藤
原
氏
の

ル
ー
ツ
は
、
実
は
横
手
に
あ
り
ま
す
。

　

平
泉
を
開
い
た
藤
原
清
衡
は
、
元
々
は

藤
原
家
の
生
ま
れ
で
す
が
、
横
手
に
本
拠

を
置
い
た
出
羽
山
北
の
豪
族
・
清
原
家
に

入
り
、
歴
史
の
分
岐
点
と
な
っ
た
『
後
三

年
の
合
戦
』
の
中
心
人
物
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
異
父
弟
で
あ
る
家
衡
に
勝
っ
た

清
衡
は
姓
を
藤
原
に
戻
し
、
東
北
一
円
を

勢
力
下
に
置
く
と
、
平
泉
の
地
で
平
泉
黄

金
文
化
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

横
手
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
骨
肉
の

争
い
と
い
う
凄
惨
な
戦
い
の
中
で
、
清
衡

は
何
を
つ
か
み
、
ど
の
よ
う
に
浄
土
思
想

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

専
門
家
の
研
究
で
も
、
未
だ
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
部
分
は
多
い
わ
け
で
す
が
、
清

衡
が
行
き
着
い
た
思
い
の
根
底
に
は
、
横

手
で
の
経
験
や
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
の
歴
史
に
名
を
残
す

史
実
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
の
地
に
暮
ら
す

者
と
し
て
、
そ
の
歴
史
や
文
化
に
関
心
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

平
泉
文
化
の
根
底
に
あ
る
清
衡
が
描
い
た

〝
浄
土
思
想
〞
の
普
遍
的
価
値
と
、
そ
こ

に
通
じ
る
こ
の
地
で
の
歴
史
絵
巻
を
、
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

平
泉
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
好
機
と

と
ら
え
、
市
で
は
『
平
泉
の
源
流
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
清
衡
の

思
想
や
歴
史
観
に
関
心
が
集
ま
る
中
、
市

民
の
皆
さ
ん
と

こ
の
地
に
眠
る

歴
史
認
識
を
共

有
し
、
ま
た
多

く
の
〝
歴
女
〞

〝
歴
男
〞
に
も

足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
る
取
り

組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。　

〝
　
　
　
　
　
　
〞

７月14日に市役所南庁舎で開かれた
平泉の源流プロジェクト初会合

　

大
幅
な
節
電
対
策
が
求
め
ら

れ
る
今
年
の
夏
。
梅
雨
も
明
け

て
暑
さ
が
本
格
化
す
る
中
で
の

節
電
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
構

え
と
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

今
回
も
〝
節
電
の
夏
〞
の
ヒ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
ワ
カ
バ
ヤ
シ
眼
鏡
店
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

同
店
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
市
内
３
店

舗
で
店
内
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
消
灯
。

し
か
し
、
眼
鏡
店
と
い
う
商
売
柄
、
そ
の

ま
ま
暗
い
状
態
に
し
て
お
く
の
も
支
障
が

あ
る
た
め
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
電
球
を

消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
に
６
月
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

　

設
備
に
は
白
熱
灯
の
何
倍
も
の
費
用
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
部

分
の
消
費
電
力
は
８
割
ほ
ど
減
り
、
店
舗

全
体
の
電
気
使
用
料
も
20
〜
25
％
ほ
ど
減

少
。
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
発
熱
量
が
少
な

い
た
め
、
店
内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
効

果
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

若
林
勲
代
表
取
締
役
に
話
を
う
か
が
う

と
「
設
備
投
資
は
丸
２
年
分
の
節
電
量
で

回
収
可
能
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
寿
命
を
約
５
年
と

す
る
と
、
長
い
目
で
見
て
価
値
は
あ
る
」

と
の
こ
と
。
ま
た
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
ま
だ
高
価

な
の
で
、
信
頼
で
き
る
業
者
さ
ん
に
相
談

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼
福
寿
草
の
会
・
代
表
の
照
井
昌
子
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

日
中
の
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
を
抑
え

る
と
い
う
意
味
で
は
、
今
ま
で
は
あ
ま
り

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
深
夜

電
力
の
時
間
帯
（
午
後
11
時
〜
午
前
７
時

※
）
に
消
費
電
力
の
大
き
い
電
化
製
品
を

使
う
と
、
日
中
の
消
費
量
が
減
り
、
電
気

料
金
も
節
約
で
き
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

今
ま
で
よ
り
早
起
き
を
し
て
、
洗
濯
や
ア

イ
ロ
ン
が
け
、
床
掃
除
、
炊
飯
な
ど
を
早

朝
に
済
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
は
使
わ
な
い

と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
い
わ
ゆ
る

待
機
電
力
の
カ
ッ
ト
が
意
外
と
効
果
大
。

ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
式
の
充
電
器
や
常
夜
灯

な
ど
も
売
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

と
節
電
グ
ッ
ズ
を
探
し
て
み
る
と
楽
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

スポットライトにＬＥＤを使用し
ているワカバヤシ眼鏡店本店内

  たらいこぎ祭り
　第25回全日本元祖たらいこぎ選手権大会
　８月16日（火）午前９時～ ※雨天決行
　（受付開始は午前7時30分）  第16回は・は・は祭

　８月８日（月）午後５時～
　平成８年８月８日に〝ははは〟の語呂合わせで始まっ
たお祭りです。〝笑顔の町〟雄物川で、今年も元気に開
催されます。楽しいイベントや屋台も盛りだくさんで
す！
◆会　場／雄物川町今宿商店街通り
◆主なイベント／
 【第１会場：旧よねや駐車場】
　午後５時　　　オープニングセレモニー
　午後６時15分　餅まき・まんじゅうまき（１回目）
　午後６時30分　よさこいソーラン競演（第１部）
　午後７時30分　なまはげ郷神楽
　午後８時10分　よさこいソーラン競演（第２部）
　午後９時20分　餅まき・まんじゅうまき（２回目）
 【第２会場：北都銀行駐車場】
　午後５時30分　ビアガーデン＆「ダースコちんどん隊」
　　　　　　　　ライブステージ　　　　　　　　
◆問合せ／『は・は・は祭』実行委員会（よこて市商工会
　　　　　雄物川拠点センター内）　22-2139

 

　恒例の真人公園のたらいこぎ祭り。大会前日には、練
習会も開催しますので、ぜひご来場ください。
◆会　場／増田町真人公園沼
◆競技種目・スタート時間・参加料／
　団体部門（中学生以上）　午前９時　 １チーム4,000円
　個人部門（中学生以上）　午前11時　　 　　　1,500円
　子供部門（小学生）　　　午後０時30分　 　　1,000円
　※参加賞を用意しています。
 【たらいこぎ練習会】８月15日（月）午後２時～４時（有料）
◆問合せ／たらいこぎ選手権大会実行委員会（よこて市
　　　　　商工会増田支所内）　45-3003

増田盆踊り　８月16日（火）午後７時30分～　
◆会　場／中七日町通り
◆問合せ／増田町観光協会　45-5311

平鹿盆踊り　８月18日（木）午後７時～　
◆会　場／平鹿地域局前通り
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課　24-1118

盆踊り情報

よこて　ふれあい便り～第２回～

介護保険・高齢福祉の広場

今からちょうど10年前に『世界がもし100人の村だったら』(マガジンハウス・池田香代子著）という本が出版
され、話題になりました。もし、現在の横手市を100人の村にたとえたら、どうなるでしょう。

◆横手がもし100人の村だったら…
　31人が高齢者です。
　58人が大人です。
　11人が子どもです。
　村が合併して、大きくなった平成17年10月と比べて、大人と子どもが
１人ずつ減り、高齢者が２人増えました。また、３人の高齢者は一人暮
らしです。
　31人の高齢者のうち、１人が施設で生活していて、自宅で介護を受け
ている３人の中にも施設での生活を希望している人がいます。
　村は面積が広く、冬にはたくさん雪が降りますが、多くの人が住み慣
れた地域（自宅）で安心して生活を続けたいと考えています。（アンケート調査より）
※高齢者は65歳以上、大人は生産年齢人口（15歳～64歳）、子どもは14歳以下としています。

　市は、介護保険運営協議会の中に介護保険部会と高齢福祉部会を設け、役割を分担しながら、高齢者を支え
る新しい計画の具体的な検討に入りました。
　７月４日に始まった介護保険部会では、地域に足りないサービスがないかを調べ、施設の整備や住まいのあ
り方なども含めた検討に進んでいます。また、６月28日に始まった高齢者福祉部会では、健康づくりや生活支
援、近所の結びつきなど、地域に根ざした課題に取り組みます。

●問合せ 市健康福祉部高齢ふれあい課 　35-2134

平成23年2月に実施したアンケート調査の結果を市ホームページで公開しています。
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/koureifureaika/kaigo/kaigo_toukei.jsp

大人 58人

高齢者
 31人

子ども 11人
・

・

・
わ
た
し
の
節
電
エ
ピ
ソ
ー
ド

＆
ア
イ
デ
ア
募
集
中

　

市
で
は
〝
我
が
家
の
節
電
〞
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
ア
イ
デ
ア
を
募
集
中
で
す
。

●
募
集
期
間
／
８
月
15
日（
月
）必
着

●
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
（
任
意
様
式

　

可
）
に
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
年

　

代
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
か
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
、
市
民
生
活
部
生
活
環
境

課
ま
で　
　

３
５
‐
２
１
８
４

お出掛けも節電方法のひとつ!!

せ
ん 

ぼ
く



　７月14日、Ｙ（わいわい）ぷらざで、フレッシュワー
クＡＫＩＴＡ主催の『話し方講座』が開催されました。
　この講座は、就職活動中の若者を対象に行われたもの
で、講師であるフリーアナウンサーの綿引かおるさんは、
「あいさつはコミュニケーションの潤滑油。あいさつが
よくないだけで印象を悪くしてしまう」と、同じ言葉で
も話し方次第で相手に与える印象が変わることを伝え、
参加者は話す時の速さや表情、おじぎの仕方など、印象
アップのポイントを学びました。

Topics

短冊に願いを込め、奉納盆おどり  （大森） （増田） （横手）

地元のものって、おいしいね！

　７月13日、平鹿地区の４つの小中学校（浅舞小・吉田
小・醍醐小・平鹿中）で『平鹿地産地消給食事業』が行
われました。これは、平鹿地域づくり協議会の『元気の
出る地域づくり事業』の一環で昨年度から行っているも
ので、今年度は１回目の実施でした。
　浅舞小学校では、５年生の児童と食材を提供したＪＡ
秋田ふるさと青年部平鹿支部のメンバーたちが一緒に給
食を食べ、交流を図りました。柿崎大二朗支部長が「今
回は顔を知っている人が作ったということで、いつも以
上においしく食べてください」と挨拶。みんなで「いた
だきます」の発声の後、食事を始め、子どもたちからは
「この野菜、近所の人が作ってる」「おいしいー」など
の声があがっていました。

■平鹿地産地消給食事業（平鹿）

  ７月16日、増田小学校の二本杉と貞治碑前で、増田
盆おどり保存会や増田小児童が参加して、奉納盆おど
りが行われました。今回は、東日本大震災の影響で避
難している家族を招待し、一日も早い被災地の復興を
神事で祈願。手作りの灯ろうに参加者の思いを書き込
んだ短冊を掛け、踊りが奉納されました。

  ７月18日、平鹿生涯学習センターで『第21回あやめ
杯民謡大会』が開催されました。今年は、一般の部に
88人、子どもの部に７人と５歳から80歳まで合計95人
から出場申込があり、自慢の『のど』を競いました。
一般の部は三浦九十九さん（由利本荘市）、子どもの
部は目黒菜々香さん（男鹿市）が優勝しました。

講師に習い、自分の『いい声』と『いい表情』で話す訓練をしました

■水であそぼう

バブロケット発射の瞬間を見守る子どもたち

さまざまな水の遊びに大はしゃぎ

　７月10日、水を使ったさまざまな遊びを体験する『水
であそぼう』が行われました。
　会場となったさかえ館には、約300人の親子が訪れ、色
鮮やかなスライムやペットボトルを使った浮沈子作り、
また屋外では、バブロケットの発射実験やシャボン玉・
水鉄砲などをして遊び、子どもたちの元気な声が響き渡
っていました。このうちバブロケット作りをした旭小学
校２年の大塚春輝君は「ロケットの先端を作るのが難し
かった」と完成までの苦戦の様子を話してくれました。

   第21回あやめ杯民謡大会 （平鹿）

 

印象アップするために
■話し方講座（横手）

　７月19日、田楽灯ろうコンクールが開催され、思い
思いの絵や願いごとを描いた灯ろうを作成した、大森
地区の子どもたち129人が参加しました。今年は『がん
ばろう東北』など震災復興の願いごとが多く見られま
した。子どもたちは、あかりをともした灯ろうを手に
し、町内を約３kmにわたり練り歩きました。 

  田楽灯ろうコンクール

戦没者を偲び、恒久平和を願う

　７月６日、横手市民会館で、平成23年度横手市戦没者
追悼式が行われました。
　式では、五十嵐市長が「国民の大半が戦争の悲劇を知
らずに育った世代である今、過去の悲惨な歴史を繰り返
さぬよう、ご遺族の皆様のつらい記憶を私たちが共有し、
未来を担う子どもたちに伝えていくことを続けていかな
ければならない」と式辞を述べました。また、成田暢太
郎さんが戦中・戦後の混乱の時代を過ごした体験談を発
表し、参列者は平和の尊さをあらためて感じていました。

■横手市戦没者追悼式

しめやかに行われた戦没者追悼式

横手の観光を考える

  ７月16日、Ｙ（わいわい）ぷらざで、国際教養大学
の公開講座が開催されました。今回の講座は、台湾人
から見た横手の観光資源を考えるもの。同大学の台湾
人留学生が『台湾人観光客の横手市への提案』を発表
したほか、留学生が横手の観光モニターとして地域の
人たちと交流している内容が報告されました。
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オーストラリアでの２週間の科学講義に参加

小山 有夢さん
(横手清陵学院高校２年)

お  や ま  　 あ   ゆ

各国の仲間たちとの交流にも積極的に参加
（地元の伝統的なダンスを踊った後の１枚）

　オーストラリアのシドニーで開催された高校生向けの科学講義プログラム『ハリ
ー・メッセル国際科学学校（ＩＳＳ）』に、横手清陵学院高校２年の小山有夢さん
が参加しました。
　ＩＳＳはシドニー大学の物理学財団が１年おきに実施しているもので、14カ国か
ら約150人が参加。「科学が好きで、外国にも行ってみたかった」という小山さんは、
国内で10人という〝難関〟を突破して、７月３日から２週間のプログラムに挑むこ
とに。英会話レッスンの回数を増やしたり、物理学の英単語を勉強したりと、英語
での授業や日常会話に備えましたが、最初はなかなか聴き取れず苦戦。それでも、
グループ討議や実習など、より実践性の高いＩＳＳの活動をこなし、受講生同士の
交流会などにも参加するうちに、英会話にも慣れていったそうです。

　このプログラムへの参加を通し、「科学の各
分野にはつながりがあることがわかり、視野が
広がった」と、多くのことを得た様子の小山さ
ん。「海外の生徒たちの積極性に驚いた」と言
いながらも、国内外にたくさんの友達ができ、
「（最も興味のある）環境科学は海外に先進国
が多いので、もっと英語力を磨き、また海外で
学ぶ機会を持ちたい」と、新たに芽生えた目標
に向けて目を輝かせていました。

つ く も

おいしそうに給食を食
べる子どもたち

◆今回の献立
七穀米入りごはん・牛乳
・しいたけの肉詰め・夏
野菜サラダ・夏の元気味
噌汁・あやめだんご
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

お
知

ら
せ

　
　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す

　

市
が
行
う
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
、
８
月
上
旬
に
対
象
者
へ
送

付
し
ま
す
。
検
診
日
程
は
、
一
緒
に

送
付
さ
れ
る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／【
子
宮
が
ん
検
診
】平
成 

　

22
年
度
に
20
・
25
・
30
・
35
・
40

　

歳
に
な
っ
た
方

 

【
乳
が
ん
検
診
】平
成
22
年
度
に
40

　
・
45・
50・
55・
60
歳
に
な
っ
た
方

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

　
　

参
加
者
募
集

　

妊
婦
さ
ん
と
家
族
が
安
心
し
て
出

産
を
乗
り
越
え
、
楽
し
く
育
児
が
で

き
る
よ
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
／
11
月
〜
来
年
１
月
に
出
産

　

予
定
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
時
・
内
容
／【
１
回
目
】９
月
２

　

日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時
、
妊
娠

　

中
の
上
手
な
食
事
の
と
り
方
・
マ

　

タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
妊
娠
中
の
歯

　

の
話
・
大
切
な
い
の
ち
の
話
『
妊

　

娠
経
過
と
生
活
の
仕
方
』

　
【
２
回
目
】９
月
９
日（
金
）午
後
６

　

時
30
分
〜
８
時
30
分
、沐
浴
練
習
・

　

パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
の

　

お
世
話
の
仕
方

◆
申
込
期
限
／
８
月
26
日（
金
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成

　
　

基
礎
講
座
（
全
23
回
）

◆
日
時
／
８
月
23
日
〜
来
年
１
月
17

　

日
の
毎
週
火
曜
日
は
午
後
７
時
〜

　

９
時
、
８
月
27
日
・
10
月
１
・
29

　

日
・
11
月
12
日
・
12
月
17
日
の
土

　

曜
日
は
午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）ほ
か

◆
対
象
／
18
歳
以
上
で
手
話
入
門
講

　

座
修
了
程
度
の
方
（
難
聴
の
方
に

　

は
要
約
筆
記
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
）

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
１
，
４
７
０
円

◆
申
込
方
法
／
官
製
は
が
き
に
『
手

　

話
基
礎
』・
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
、

　

難
聴
の
方
は
『
難
聴
あ
り
』
と
記

　

入
し
、
『
横
手
市
中
央
町
８-

２

　

市
社
会
福
祉
課
宛
』
に
送
付
。

◆
申
込
期
限
／
８
月
12
日（
金
）必
着

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　

祉
課　

３
５
‐
２
１
３
２ 

　
　
『
市
民
環
境
学
習
会
』を

　
　

開
催
し
ま
す

　

(

社)

全
国
都
市
清
掃
会
議
技
術
顧

問
の
栗
原
英
隆
氏
が
『
ご
み
処
理
施

設
に
お
け
る
最
新
の
技
術
動
向
と
環

境
対
策
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
講
演

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
７
日(

日)

午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
さ
か
え
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
部
生
活
環

　

境
課　

３
５
‐
２
１
８
４

　
　
『
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
』

　
　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

男
女
共
同
参
画
の
基
礎
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
８
月
19
日(

金)

午
後
６
時

　

30
分
〜
７
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
男
女
共
同
参
画
・
市
民

　

協
働
推
進
室　

３
５
‐
２
１
５
８ 

　
　

第
４
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　
『
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う
！
』

◆
日
時
／
８
月
23
日(
火)

午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
※
受
付
は
午
前

　

10
時
〜

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

◆
定
員
／
親
子
50
組

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
８
月
19
日（
金
）

◆
申
込
み
／
平
鹿
町
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

５
６
‐
０
４
１
５ 

　
　

市
バ
ス
で
行
く

　
　
『
親
子
交
流
会
』参
加
者
募
集

　

ひ
と
り
親
家
族
、
親
か
子
に
障
が

い
の
あ
る
方
の
家
族
、
交
通
遺
族
を

対
象
に
、
鳥
海
高
原
花
立
牧
場
公
園

を
訪
れ
て
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

◆
期
日
／
８
月
28
日(

日)

◆
定
員
／
４
歳
〜
中
学
２
年
生
の
親

　

子
30
組

◆
参
加
費
／
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

　

中
学
生
未
満
２
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
８
月
19
日（
金
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３ 

　
　
『
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

　
　

講
習
会
』を
開
催
し
ま
す

　

全
課
程
受
講
で
き
る
母
子
家
庭
の

母
と
寡
婦
の
方
が
対
象
で
す
。

◆
期
間
／
【
講
義
】
９
月
４
日(

日)

　

〜
11
月
５
日(

土)

※
こ
の
間
の
土

　

曜
・
日
曜
日
【
実
習
】
11
月
７
日

　

(

月)

〜
12
月
22
日(

木)

※
こ
の
間

　

の
平
日
で
４
日
間

◆
場
所
／
秋
田
県
ひ
と
り
親
家
庭
就

　

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
定
員
／
25
人

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
６
，
８
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
８
月
22
日（
月
）※
申

　

し
込
み
時
に
必
要
な
書
類
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３

information
情報

 
講　

座
講　

座

催　
し

講　
座

  

　
　
『
第
41
回
横
手
地
域
市
民
文
化

　
　

祭
』横
手
市
民
参
加
者
募
集

　

開
催
要
項
・
参
加
申
込
書
は
横
手

地
域
各
公
民
館
、
横
手
市
民
会
館
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】　　

◆
期
日
／
10
月
１
日（
土
）・
２
日(

日)

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館
ホ
ー
ル　

【
展
示
部
門
】

◆
期
間
／
９
月
30
日（
金
）〜
10
月
15

　

日（
土
）※
た
だ
し
10
月
３
日(

月)

・

　

４
日(

火)

・
10
日(

月)

〜
12
日(

水)

　

は
休
止

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

【
共
通
事
項
】

◆
申
込
期
間
／
８
月
２
日（
火
）〜
19

　

日（
金
）必
着

◆
問
合
せ
／
横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

季
節
の
野
菜
を
使
っ
た

　
　
『
よ
こ
て
の
漬
物
教
室
』

◆
日
時
・
内
容
／
９
月
10
日(

土)

午

　

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
ナ
ス

　

の
お
く
漬
け
ほ
か
）
、
12
月
３
日

　

(

土)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
白
菜
漬
け
ほ
か
）

◆
場
所
／
横
手
中
央
公
民
館

◆
定
員
／
市
内
一
般
男
女
先
着
16
人

◆
材
料
代
／
１
回
１
，５
０
０
円
程
度

◆
託
児
／
あ
り
（
要
予
約
）

◆
申
込
開
始
／
８
月
４
日（
木
）午
前
９
時

◆
申
込
み
／
横
手
中
央
公
民
館

　
　

３
２
‐
３
１
３
７ 

　
　

ゆ
っ
ぷ
る
16
周
年
・
２
１
０

　
　

万
人
達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

当
日
入
館
者
に
記
念
品
進
呈
。
秋

田
屋
万
助
さ
ん
の
慢
芸
や
円
山
和
子

さ
ん
、
八
木
橋
つ
よ
し
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
７
日(

日)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時

◆
場
所
／
ゆ
っ
ぷ
る
大
広
間

◆
料
金
／
入
浴
付
き
で
３
時
間
以
内

　

４
０
０
円
、
１
日
６
０
０
円

◆
問
合
せ
／
ゆ
っ
ぷ
る

　
　

２
５
‐
３
８
０
１

　
　

よ
こ
て
送
り
盆
ま
つ
り

　
　

橋
上
観
覧
席
を
追
加
販
売
！

　

蛇
の
崎
橋
上
流
側
歩
道
に
、
観
覧

席
と
し
て
大
人
３
人
が
座
れ
る
縁
台

を
50
台
用
意
し
ま
す
。

◆
販
売
日
時
／
８
月
16
日(

火)

午
後

　

５
時
〜
（
入
場
は
午
後
６
時
〜
）

　

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

◆
販
売
場
所
／
蛇
の
崎
橋
上
流
側
歩

　

道
の
受
付
（
橋
の
両
た
も
と
）

◆
価
格
／
１
人　

１
，
０
０
０
円

◆
注
意
事
項
／
観
覧
席
上
で
の
飲
酒
・

　

カ
メ
ラ
の
三
脚
持
ち
込
み
は
禁
止

◆
申
込
み
／(

社)

横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１ 

　
　

６
日
間
集
中

　
　

エ
ク
セ
ル
・
就
職
支
援
講
習

◆
日
時
／
８
月
16
日（
火
）〜
23
日(

火)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

求
職
者
向
け
基
金
訓
練『
Ｉ
Ｔ

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
科
』受
講
者
募
集

◆
日
時
／
９
月
26
日(

月)

〜
12
月
20

　
日(

火)

、午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
15
人（
面
接
等
に
よ
り
選
考
）

◆
対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

　

し
込
み
し
て
い
る
方
で
、
基
金
訓

　

練
の
斡
旋
を
受
け
た
方

◆
申
込
期
限
／
８
月
26
日（
金
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　

３
２
‐
１
１
６
５

　
　
『
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り

　
　

表
彰
』参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
持
っ
て
い
る
方
を
募
集

し
、
表
彰
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限
／
８
月
26
日(

金)

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所

　
　

３
２
‐
４
０
０
５

　
　
『
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
　

講
習
会
』を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
９
月
１
日(

木)

・
８
日(

木)

・

　

12
日(

月)

・
22
日(

木)

・
26
日(

月)

、

　

10
月
６
日(

木)

午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時
※
初
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
30
人
※
全
日
程
受
講
で
き
、

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

　

す
る
意
思
の
あ
る
方
。託
児
あ
り
。

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
２
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
８
月
26
日（
金
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
子
育
て
サ
ポ
ー

　

タ
ー
協
会
事
務
局

　
　

０
１
８
‐
８
３
４
‐
３
４
４
１ 

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　

サ
マ
ー
リ
ー
グ
２
０
１
１

◆
日
時
／
８
月
21
日(

日)

・
28
日(

日)

　

午
前
10
時
開
始

◆
場
所
／
雄
物
川
体
育
館

◆
参
加
資
格
／
一
般
男
女

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
５
，０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
８
月
15
日（
月
）※
先

　

着
８
チ
ー
ム

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

３
３
‐
２
１
０
２ 

 

2

講　
座

講　
座

催　
し

講　
座

お
知

ら
せ

募　
集

講　
座

情報～information～

お知らせのページ

　秋田県と山形県の山形新幹線延伸推進団体では、奥羽
本線の利用拡大と山形新幹線延伸運動の一環として、鉄
道を利用した両県相互の交流事業を実施します。
◆日時／８月25日（木）　◆定員／先着150人
◆料金／往復で１人1,300円（就学前児童無料、小学生650円）
◆行程／横手駅発７：25～新庄駅着８：49『新庄まつり本まつ
　り見学、自由散策・昼食』新庄駅発14：22～横手駅着15：45
◆申込み／羽後交通観光湯沢営業所　0183-73-1151

奥羽本線で行く『日本一の山車（やたい）パレード
　新庄まつり本まつり見学ツアー』参加者募集！
奥羽本線で行く『日本一の山車（やたい）パレード
　新庄まつり本まつり見学ツアー』参加者募集！

催　
し

講　
座

講　
座

募　
集

募　
集

2

2

も
く
よ
く
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地域からのお知らせ 情報～information～

　
横手ばら会 栽培技術講習会『秋に花を咲かせる夏の手入れ』
●日時／８月14日（日）午前９時30分～　●場所／横手公
園ばら園　●参加費／無料　●持ち物／せん定はさみ、
軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177
　
2011年『平和の鐘（かね・ベル）を鳴らそう』集会
　被災地の復興と世界の平和、夢、希望の願いを込め、
みなさん一人ひとりの手で鐘を鳴らしてみませんか。
●日時／８月15日（月）正午　●場所／西法寺（平鹿町上
吉田） ●問合せ／横手ユネスコ協会 　32-9683
　
送り盆まつりに〝浴衣で〟出かけてみませんか
　着付けのお手伝いや浴衣の貸し出しを行います。
●日時／８月15日(月)午後４時～７時 ●場所／かまくら
館４階 ●費用／着付け無料、貸出一着500円※予約不要 
●問合せ／高橋さん 　32-2949
　
森の芸術家　～夏休み工作教室～
【竹とんぼ、竹笛、竹はし作り】
●日時／８月17日（水）①午前９時～②午後１時～ ●参加
費／200円 ●対象／小学４年生～６年生
【花炭を作って飾ろう】
●日時／８月18日（木）①午前９時～②午後１時～ ●参加
費／200円 ●対象／小学生
●場所・問合せ／保呂羽山少年自然の家 　26-6011
　
『お仕事帰りの心理学講座』～すぐに使える実践心理学～
●日時／８月19日（金）～10月21日（金）、午後６時30分～
８時30分※第１・３金曜日開催　●場所／Ｙ2(わいわい）
ぷらざ（横手駅前） ●参加費／１回3,000円　●問合せ／
鈴木さん 　090-4674-0310
　
秘湯に浸かり、秋田駒に登りませんか！
●日程／９月３日(土)～４日(日）　●行程／国見温泉か
ら駒ケ岳まで徒歩２時間30分、国見温泉・森山荘に宿泊 
●定員／20人　●参加費／13,000円(宿泊・交通費) ●申
込期限／８月20日(土） ●申込み／平鹿岳友会 菊地さん 
　090-5840-4706
　

　
横手市グラウンド・ゴルフ連盟横手協会創立20周年記念大会
●日時／８月28日(日)午前７時30分受付開始  ●場所／
赤坂総合公園グラウンド・ゴルフ場 ●参加費／300円 ●
定員／３ラウンドコース144人、４ラウンドコース192人、
６ラウンドコース192人　●対象／横手市民および市内に
勤務している方　●申込期限／８月５日（金）まで参加費を
添えて申し込み ●申込み／横手地域局管内各公民館または
同連盟横手協会事務局 柴田さん 　32-4513
　
『藤澤絵画個展』
  西馬音内盆踊り作品や所蔵作品を週替わりで展示します。
●期間／８月１日（月）～31日(水） ●場所／秋田銀行横手
支店※支店業務時間日時で開催 ●入場／無料 ●問合せ
／藤沢糸店 　32-0244
　　
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【十文字和紙作品展（佐々木清男、泉川祐子）】 入場無料
●期間／８月23日(火)まで、午前９時～午後５時
【料理教室】横手の郷土料理
●日時／８月20日(土)午前９時50分～ ●参加費／500円
（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●申込期間／８月３日
(水)～12日（金） ●持ち物／エプロン、筆記用具 ●申込
み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
第48回『教育者研究会』～思いやりの心を育てる～
●日時／８月６日(土)午前９時～午後３時 ●場所／松與
会館 ●参加費／2,000円（昼食込） ●講師／㈱イエローハ
ット創業者・鍵山秀三郎氏、元小学校校長・細川勝紀氏
●演題／『ひとつ拾えば、ひとつだけきれいになる』ほか ●
申込み／県モラロジー協議会 和賀さん　090-8789-8905
　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／８月７日(日)午前10時～ ●場所／レストラン松美
（十文字町坂の下） ●参加費／1,200円（昼食、賞品、参加賞
付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　
『住民の利益と利権・リスクから公共事業を考える』
●日時／８月９日(火)午後７時～９時　●場所／十文字
文化センター ●参加費／100円（資料代） ●問合せ／十文
字車座の会 小川さん 　42-3853
　　
プリザーブドフラワー『お供えプリザorガラス皿アレンジ』
●日時／８月10日(水)・24日（水）、午後１時30分～ ●場所
／あさくら館 ●参加費／2,500円より ●持ち物／はさみ 
●問合せ／藤王さん 　090-7064-5602
　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／８月11日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円※要予約 ●申込み／煉瓦屋 　33-2811

 

　来春、統合が決定している雄物川中学校を卒業し、高校、
大学、実業団等で活躍したバスケットボール部ＯＢで結成
された『雄物川ドリームチーム』が、雄物川地域の小・中
学生を対象にバスケットボールクリニックやミニゲームを
行います。
◆日　時／８月13日(土)午前８時15分（開場）～午後１時
◆場　所／雄物川体育館  ◆入場料／無料
◆問合せ／雄物川ドリームチーム実行委員会 大日向さん
　　　　　　080-4118-0287

   

雄物川ドリームチーム  2011 雄物川ドリームチーム  2011 

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

県南愛児園ドリームハウスへ
　・サンベンディング横手
　・横手飲食愛球会
　・高山利勝さん
シルバードームいきいきの郷へ
　・傾聴ボランティアささやき
　・増田町婦人会（八木・羽場）
　・亀田婦人会（下タ町）
特別養護老人ホーム雄水苑へ
　・雄川大学
居宅支援センター森の家へ
　・よこて文化箏かまくら会

特別養護老人ホーム白寿園へ
　・ＣＡＰＰ
　・有限会社佐藤養助商店
　・中安甲吉さん
老健おおもりへ
　・なつメロと踊りの会
特別養護老人ホーム憩寿園へ
　・傾聴ボランティアささやき
　・神原實さん
　・佐々木仁さん
特別養護老人ホーム鶴寿苑へ
　・高橋光子さん

 意善

 
 

種類

 

 

受付時間
10：00～11：40

13：00～15：40

10：00～11：40

13：00～15：40

10：00～11：30

13：00～13：45

14：30～16：00

実　施　場　所
イオンスーパーセンター横手南店
（骨髄バンク登録会同時開催。
 登録は、２mlの採血で終了。）

イオン横手店（旧横手サティ店）

横手市役所　大森庁舎

JA秋田ふるさと営農経済部（旧八沢木支所）

大森町高齢者等保健福祉センター

全血  横　手
８月11日(木)

 

月日・地域

 

献血日程

横　手
８月７日(日)

大　森
８月18日(木)

◆骨髄バンク問合せ／横手保健所　32-4005

皆さまのご厚志に感謝します皆さまのご厚志に感謝します

広告 広告





市報よこて 22市報よこて23 No.140  2011(       23　).8.1  2011(       23　).8.1  No.140 平成　 年平成　 年

小野 佐左衞門さん
　　　　　　　　　　（61歳・雄物川）
おの　さざえもん
旧沼館町生まれ。高校卒業後、生家を継ぐために就
農。昭和49年にブドウからスイカに作物転換し、38
期にわたりスイカ栽培に従事。平成14年からＪＡお
ものがわ西瓜共販組合長として、産地化を推進。組
合長を務める矢神堰営農組合は、平成22年度全国優
良経営体の集落営農部門で優良賞を受賞。

飽くなき探求心、ブランド化を牽引
　

一
年
中
で
最
も
暑
い
こ
の
時
期
、
涼
を
得
る
食
べ
物
と
し

て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
ス
イ
カ
。
中
で
も
〝
雄
物
川
の
ス

イ
カ
〞
は
、
夏
の
秋
田
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　

雄
物
川
地
域
で
の
ス
イ
カ
栽
培
は
、
昭
和
40
年
代
半
ば
の

コ
メ
の
減
反
政
策
と
と
も
に
始
め
ら
れ
た
が
、
当
時
の
作
付

け
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
転
期
は
昭
和
49
年
。
い
わ

ゆ
る
四
八
豪
雪
に
よ
り
、
果
樹
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
他

作
目
に
転
換
す
る
農
家
が
相
次
ぎ
、
今
回
の
巧　
　

小
野
さ

ん
も
、
こ
の
年
に
本
格
的
な
ス
イ
カ
栽
培
に
着
手
し
た
。

　

研
究
熱
心
な
巧
は
、
栽
培
す
る
品
種
に
あ
っ
た
栽
培
方
法

を
そ
の
都
度
見
極
め
る
。
そ
の
一
方
で
、
自
慢
の
ス
イ
カ
を

よ
り
高
く
売
る
た
め
の
方
策
に
も
心
血
を
注
い
だ
。
県
内
で

は
、
早
く
か
ら
〝
ス
イ
カ
産
地
〞
の
地
位
を
確
立
し
た
が
、

生
産
量
で
見
る
と
他
県
に
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
規

模
産
地
が
あ
り
、
〝
ブ
ラ
ン
ド
力
〞
の
違
い
を
痛
感
す
る
。

特
に
、
機
械
共
選（
※
）と
の
違
い
は
大
き
く
、
同
一
品
種
だ

と
、
品
質
の
善
し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
価
格
は
安
く
な
る
。

　

あ
る
年
、
Ｊ
Ａ
お
も
の
が
わ
の
西
瓜
共
販
組
合
長
で
あ
る

巧
に
、
県
農
業
試
験
場
か
ら
新
品
種
の
試
験
栽
培
が
依
頼
さ

れ
た
。
１
年
目
は
草
勢
（
生
育
の
勢
い
）
を
抑
え
ら
れ
ず
に

失
敗
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
他
の
品
種
よ
り
も
少
な
い
肥
料
で

栽
培
で
き
る
こ
と
を
つ
か
み
、
翌
年
に
は
肥
培
管
理
を
改
め

て
、
見
事
に
品
質
の
良
い
ス
イ
カ
を
収
穫
。
『
あ
き
た
夏
丸
』

と
し
て
出
荷
さ
れ
た
ス
イ
カ
は
、
高
い
糖
度
と
歯
ざ
わ
り
の

良
さ
で
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
る
。
何
よ
り
も
機
械
共
選

と
の
競
合
が
な
い
と
い
う
強
み
が
あ
っ
た
。

　

巧
は
「
う
ち
の
部
会
は
、
役
員
が
研
究
熱
心
で
真
面
目
だ

か
ら
、
品
種
で
も
栽
培
方
法
で
も
『
こ
れ
が
い
い
』
と
な
る

と
み
ん
な
が
従
う
」
と
、
産
地
形
成
に
は
生
産
者
の
意
識
の

統
一
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
「
市
場
に
は
『
秋

田
の
ス
イ
カ
』
と
し
て
出
回
る
の
で
、
他
産
地
と
の
連
携
が

こ
れ
か
ら
大
事
に
な
る
」
と
話
す
巧
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

探
求
心
は
、
こ
れ
か
ら
も
〝
雄
物
川
ス
イ
カ
〞
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
牽
引
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

スイカ生産者Vol.68 巧
たくみ

広告

地震に負けない横手

支え合おう東北
２ 　

東
北
に
あ
る
写
真
館
の
若
手
経
営

者
で
つ
く
る
『
東
北
パ
イ
オ
ニ
ア
・

グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
（
東
北
Ｐ
Ｇ

Ｃ
）
』
が
、
津
波
で
流
さ
れ
た
写
真

や
ネ
ガ
を
洗
浄
、
乾
燥
し
、
保
存
す

る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

活
動
で
東
北
Ｐ
Ｇ
Ｃ
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク

の
一
員
と
し
て
、
小
泉
大
輔
さ
ん
と

高
橋
英
樹
さ
ん
が
根
気
の
い
る
作
業

を
現
在
も
続
け
て
い
る
。

　

震
災
後
、
写
真
館
と
し
て
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
メ
ン
バ
ー

で
検
討
し
て
い
た
３
月
下
旬
。
小

泉
さ
ん
と
交
流
の
あ
っ
た
、
岩
手

県
大
槌
町
の
東
北
Ｐ
Ｇ
Ｃ
会
員
の

一
家
が
、
津
波
で
亡
く
な
っ
た
と

の
連
絡
が
入
る
。
現
地
に
出
向
い

た
小
泉
さ
ん
が
目
の
当
た
り
に
し

た
の
は
、
泥
に
ま
み
れ
た
大
量
の

写
真
や
ネ
ガ
だ
っ
た
。
「
自
分
た

ち
の
手
で
、
一
枚
で
も
多
く
の
写

真
を
持
ち
主
に
返
し
て
あ
げ
た
い
。

亡
く
な
っ
た
仲
間
が
生
き
て
い
れ
ば

同
じ
活
動
を
し
て
い
た
は
ず
」
と
、

大
槌
町
を
担
当
す
る
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク

の
洗
浄
作
業
が
始
ま
っ
た
。
海
水
や

バ
ク
テ
リ
ア
を
含
ん
だ
写
真
や
ネ
ガ

は
、
表
面
の
乳
剤
が
剥
が
れ
や
す
く
、

作
業
は
集
中
力
を
要
す
る
。
洗
浄
が

終
わ
っ
た
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
取

り
込
み
デ
ー
タ
化
し
て
、
現
地
に
届

け
る
と
い
っ
た
作
業
が
繰
り
返
し
行

わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
東
北
Ｐ
Ｇ
Ｃ
の
活
動

が
実
を
結
び
、
行
政
や
現
地
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
一
緒
に
『
写
真
で
残
す
地
域
の

文
化
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
、
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
写
真
の
保
存

方
法
が
決
ま
っ
た
。
「
現
地
の
ニ
ー

ズ
を
聞
き
な
が
ら
、
写
真
館
と
し
て

で
き
る
復
興
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
２
人
は
語
っ
た
。

思
い
出
を
守
り
、一
枚
で
も
多
く
の
写
真
を

現地の様子を目の当たりにし
　　写真館としてできる支援を

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

か
つ
て
88
カ
所
、
９
，
８
８
３
人

だ
っ
た
避
難
者
数
は
、
７
月
13
日
現

在
で
23
カ
所
、
４
５
０
人
と
規
模
の

縮
小
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

避
難
所
運
営
の
当
初
の
課
題
は
、

寒
さ
対
策
と
食
料
の
確
保
、
住
居
環

境
の
整
備
で
し
た
が
、
現
在
は
暑
さ

対
策
と
ハ
エ
等
の
害
虫
駆
除
、
そ
れ

に
、
長
引
く
避
難
所
生
活
の
ス
ト
レ

ス
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
運
営
担
当
と
し
て
３
カ
月

間
の
避
難
所
暮
ら
し
を
す
る
中
で
、

真
っ
先
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
の
が
、
横
手
市
と
秋
田
県
の
職
員

の
皆
さ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
「
ん

だ
す
な
〜
」
の
言
葉
に
疲
れ
た
心
が

癒
さ
れ
ま
し
た
。
多
大
な
ご
支
援
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

避
難
所
運
営
の
現
状

暑
さ
対
策
と
衛
生
面
が
課
題

佐々木 亨さん
釜石市地域福祉課長
釜石市災害対策本部地
域生活支援室担当課長

被
災
地
は
い
ま
…

【
岩
手
県
釜
石
市
】

よ
ん 

ぱ
ち

（※）機械を使った共同選果：品質が安定が見込まれるため高値がつく

「雄物川だけ良ければいい」じゃダメ。
 秋田のスイカ の品質維持が大事。〝　　　　　　〟

　先日、横手星の会が行
っている〝星の観察会〟
の取材に行って来ました。
雲がなく、最高のコンデ
ィションだったこともあ
り、親子連れが20人以上
訪れ、８台ほど準備され
た望遠鏡を順番に覗いて
は、「見えた、きれいだね」
と言いながら観察会を楽
しんでいました。実際、
土星の環や月のクレータ
ー、双子星が鮮やかに見
えました。星をじっくり
眺めて見ていると仕事の
ことも忘れ、リフレッシ
ュできました。次回は、
８月20日(土)に行われま
す。夏休みの思い出作り
に、出掛けてみてはいか
がでしょうか。　（久和）

あとがき
広報担当者のつぶやき

横手図書館 ・・・・・・ 8月1・3・10・17日
増田図書館 ・・・・・・ 8月1・8・15日
平鹿図書館 ・・・・・・ 8月1・2・9・16日
雄物川図書館 ・・・・ 8月1・3・10・17日
大森図書館 ・・・・・・ 8月1・2・9・16日
十文字図書館 ・・・・ 8月1・3・10・17日
山内図書館 ・・・・・・ 8月6・7・13・14日
大雄図書館 ・・・・・・ 8月1・4・8・11・15日
雄物川郷土資料館　8月1・8・15日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 8月は休館日なし
ゆとり館 ・・・・・・・・ 8月2・9・13・16日
えがおの丘 ・・・・・・ 8月1・8日
大森健康温泉 ・・・・ 8月1・8・15日
ゆとりおん大雄 ・・ 8月4日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 8月3・10・17日
　西・南部 ・・・・・・ 8月6・7・13・14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 8月1・8・15日
南部シルバーエリア　8月8・15日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　8月3・10・17日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　8月3・10日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　8月8日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　8月2・9日（毎週火曜※16日は休診）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　8月4・11日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

こいずみだいすけ 小泉写真館、東北ＰＧＣ副代表
小泉 大輔さん・増田（右）

たかはしひでき　高橋写真館
高橋 英樹さん・平鹿（左）

何千枚もの写真やネガの汚れを洗浄し、
天日で乾燥する作業を行う２人



暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
8.1　8.208.1　8.20

雄物川郷土資料館『化石展』　～9月11日、9：00～、
仮面ライダーメモリアル展　～9月11日、9：30～、
増田まんが美術館
農業農村整備写真展　～8月5日、大雄地域局1階ホール
　法 相談予約受付開始（8/17分）　市総務課　35-2161
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館
　行 心 社協・大雄福祉センター　9：30～12：00 
ねむり流し　　
横手『四季の市』・平鹿音楽祭　
エコライフフェスタ　～7日、10：00～15：00、Ｙ2ぷらざ
南部シルバーエリア夏祭り　18：00～
　急 市立横手病院（高橋晶医師）　32-5001
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
は・は・は祭　17：00～、詳しくは10ページ
農業農村整備写真展　～8月19日、コミュニティハウス
ね・ま～れ（十文字）
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00 

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局
　心 増田地区多目的研修センター
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

　急 桃雲堂 高橋医院（増田）　45-2363
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
横手送り盆まつり　～16日　
横手市成人式　10：00～、横手市民会館
今泉祇園囃子　9：00～十文字町睦合川前集落・永泉寺前
たらいこぎ祭り　9：00～、詳しくは10ページ
増田の盆おどり　19：30～、詳しくは10ページ
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
ひらかまち盆踊り　19：00～、詳しくは10ページ
　心 横手地域局
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
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木 18
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

　　　　みどりの朝市感謝デー開催！
 日　時／８月12日（金）5：30～
 場　所／横手地域局駐車場（秋田銀行横手支店側）
 問合せ／横手地域局産業建設課　32-2718

急

心

法

児

心

法

行

人

急
児

心

心

心

心

心

法

法
心

心

心

法

行

税

行

心

心 　東日本大震災で犠牲となった方々の御霊を弔うた
め、協賛花火の打上げに合わせて、カメヤマローソ
ク様より提供いただいたロウソクに火を灯します。
　また、子どもたちが手作りしたロウソクも『希望
の灯り』として点灯します。
◎日　時／８月16日(火)午後７時30分頃～（15分間）
◎場　所／大水戸側観覧席付近
　※会場では、被災地の復興を支援する募金活動を行
　　いますので、ご協力をお願い致します

～御霊を弔うロウソクの点灯～

　平鹿地域に活動の拠点を置く４団体の演奏会が開
催されます。フィナーレには、８歳から63歳の出演
者全員による合同演奏も行われます。
◆日　時／８月６日（土）午後６時～８時
◆場　所／平鹿体育館　◆入場料／無　料
◆出　演／吉田小学校スクールバンド、平鹿中学校吹
　　　　　奏楽部、平成高校吹奏楽部、横手吹奏楽団
◆問合せ／平鹿地域局地域振興課 　24-1111

平鹿音楽祭 ～吹奏楽の旅＠ひらか～ Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップ

横手『四季の市』開催します
　地元の農産物や銘菓の販売のほか、金魚すくいや
大抽選会を行います。
◆日　時／８月６日(土)午前10時～午後２時
◆場　所／横手地域局市民広場
◆問合せ／横手『四季の市』実行委員会中村さん 
　　　　　　32-1196
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

８月14日（日）「劇場版ポケットモンスター ダイヤモンド・   
　　　　　　　パール 幻影の覇者ゾロアーク」　　【96分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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横手送り盆まつり

■８月６日（土）・15日（月）・16日（火）
　江戸時代の大飢饉で亡くな
った人を供養するために、柳
町（現中央町）町内で柳の枝
に法名などを書いた短冊を屋
形舟につるし、川原に繰り出
して精霊を送ったのが始まり
といわれています。
◆ねむり流し
 【６日（土）18：00～20：30、蛇
　の崎川原】子どもたちが小舟を繰り出します。
◆市民盆踊り・屋形舟鑑賞会
 【15日（月）19：00～21：30、横手地域局前おまつ
　り広場】千人を超える踊り手が、屋形舟を囲
　んで艶やかな踊りを披露します。
◆屋形舟繰り出し
　【16日（火）18：30～22：30頃、蛇の崎橋・蛇の崎
　川原】屋形舟がサイサイ囃子にのって蛇の崎
　川原に集結。蛇の崎橋の上で迫力あるぶつか
　り合いを繰り広げます。
◆協賛花火打上【16日（火）19：00～21：00】
　約5,000発の花火がまつりを盛り上げます 。

◆問合せ／横手市観光協会 　33-7111

 
だい  き  きん


